
感染防止対策に関する取組事項 
 1）感染防止対策の目的 

 医療関連感染の予防と発生時の速やかな対応の実施を院内全体で取り組み、患者・
家族・医療従事者・地域の感染対策を推進することを目指します。 

 2）委員会の組織に関する基本事項 
 当院における感染防止対策の意思決定機関として院内感染対策委員会を設置しま
す。感染防止対策に関する実務にあたるため、感染対策の専門的知識と 
技術を持つ多職種で構成された感染対策チーム（ICT）を設置します。 

 3）職員に対する研修に関する基本事項 
 職員の感染防止対策に関する意識・知識・技術の向上のため、職員全員を対象とし
た研修会を開催します。 

 4）感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
 微生物検出状況や医療関連感染の発生状況を把握し、発生の予防、蔓延の防止およ
び改善のための対策を実施します。 

 5）医療関連感染発生時の対応に関する基本事項 
 医療関連感染の集団発生または疑われる場合は、院内感染対策委員会を開催し、感
染対策チーム(ICT)を中心に迅速に対応します。 
必要時は他施設や医療衛生センターなどの公的機関と連携し、対応します。 

 6）感染防止対策推進のために必要な基本方針 
 感染防止対策の推進のため、当院の実状に合った院内感染対策マニュアルを整備し、
職員への周知徹底を図ります。院内感染対策マニュアルは、常に最新の科学的根拠
から改訂を行います。 

 7）抗菌薬の適正使用に関する基本方針 
 抗菌薬適正使用支援チーム(AST)を設置し、治療効果の向上、耐性菌の減少を目指
し、抗菌薬の適正使用を推進します。 

 8）感染対策連携 
 当院は感染対策向上加算を算定しています。地域の医院やクリニックと連携し、感
染対策などの相談に対応します。また武田病院グループの 
医療施設、介護福祉施設からの相談に対応します。 

  ９）指針の閲覧に関する基本方針 
 本取組事項は院内に掲示し、医療関連感染対策指針などに対する閲覧や照会に
は、速やかに対応します。 

 


